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研究成果の概要：アメリカの維持可能な地域計画運動を推進する非営利団体は、シカゴ、ニュ

ーヨークの大都市圏の企業経営者団体。サンフランシスコのような緑地保全団体。オレゴン等

の諸州の環境問題に対応する地域計画組織の三つに大別される。注目すべきは第三番目の 1000 

Friends という州法の監視役、代弁者グループ。Envision Utah のように土地利用と交通の連携

を探求するグループである。いずれも、広範な市民の環境問題への関心が基礎にある。日本の

維持可能な地域計画の探求においても、法律の立法促進、監視役としての市民団体を育成する

ことが課題である。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2007 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 660,000 4,160,000 

 

研究分野：工学 

科研費の分科・細目：建築学 都市・地域計画 

キーワード：アメリカ 持続可能性 地域計画 非営利団体 

 

 

１．研究開始当初の背景 

日本では、都市計画法の改正により市町村

の権限は拡大している。しかし、都市は市町

村を越えて都市圏を形成しているため、分権



 

(4)全国組織 化による市町村都市計画の強化は、同時に広

域的な地域計画の強化を必要とする。アメリ

カでは、「スマート・グロース」の理念に基

づく持続可能な地域計画運動が非営利団体

により展開されている。日本に持続可能な地

域計画を定着させるためには、こうした非営

利団体の存在が不可欠である。その制度的、

社会的な条件は何か。これを探求するために、

アメリカのこうした非営利団体の全体像を

把握することが必要である。 

Smart Growth of America(ワシントンDC)。 

 

４．研究成果 

1. 1000 Friends of Oregon(ポートランド

都市圏) 

1973 年、オレゴン州議会は強力な成長管理

法を制定した。州知事トム・マッコルは、こ

れを執行するためには、市民の広範な支持と

監視が必要であると判断し、弁護士ヘンリ

ー・リッチモンドの提案を受け入れ、1975 年、

1000Friends が設立された。5000 人の会員を

擁する。資金源は、会員の会費。強力な州の

成長管理法とそれを支持する広範な市民が

基盤。17 名の理事会、13 人のスタッフ、ポ

ートランドの本部の他に、4 つの地域事務所

を持つ。20 の独立の地域団体とのパートナー

シップにより活動を展開している。 

 

２．研究の目的 

本研究は、アメリカの、持続可能な地域計

画運動の顕著な展開が認められる都市圏(人

口100万-300万)、大都市圏(人口500万以上)、

及び州を取り上げ、それぞれの地域の非営利

団体の成立の経緯、活動と成果、制度的、社

会的条件を解明することを目的とする。 

 当初は、州法の監視役。地方自治体の政策

を点検し、訴訟等により、改善を促した。現

在の、主たる活動は、第一に州議会、州の機

関への政策提案。第二は、市民への技術的法

律的知識の提供、訓練。第三は、州・地方の

政策の監視と調査。海浜の開発阻止、農地の

保全その他の分野で実績を挙げている。 

著名な成果として、ワシントン郡の高速道

路の建設計画について、1000 Friends は、専

門家の支援を得て、この郡の土地利用と交通

計画の代替案を作成し、バイパスの建設では

なく、ライトレール、自転車道、コンパクト

な開発を提案し、州の道路局、地方政府メト

ロの採用するところとなった。その後、1000 

Friends は全国的に著名となり、成長管理法

を制定する他の州も、法律と非営利団体の設

立をセットで考えるようになり、多くの州で

1000 Friends が設立されている。 

３．研究の方法 

以下の組織の関係者のインタビュー、資料

集を行った。 

(1) 都市圏 

1000 Friends of Oregon(オレゴン州ポー

トランド都市圏)、Futurewise (ワシント

ン州シアトル都市圏)、Envision Utah(ユ

タ州ソルトレイク・シティ都市圏)。 

(2)大都市圏 

Regional Plan Association(ニューヨー

ク 大 都 市 圏 ) 、 Chicago Metropolis 

2020( シ カ ゴ 大 都 市 圏 ) 、 Greenbelt 

Alliance(サンフランシスコ大都市圏)。 

(3)州 

1000 Friends of Pennsylvania(ペンシル

ベニア州フィラデルフィア)、1000 

Friends of Florida(フロリダ州タルハッ

セ市)、1000 Friends of Minnesota(ミネ

ソタ州セント・ポール市)。 
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. Envision Utah(ユタ州ソルトレイク・シ

ティ都市圏) 

1985 年、地元テレビ局のユタ州の将来につ

いてのドキュメンタリ番組を契機に、各界指

導者の団体により Project 2000 が設立され、

1995 年、市民の意識調査の結果から、州民が

懸念する最大の問題が「成長」であることを

認識した。1997 年、Utah Quality Growth 

Public-Private Partnership が設立され、や

がて、名称は Envision Utah に変更された。

運営委員会のメンバーは、各界の代表 38名。

スタッフは事務局長の Alan Matheson を含め

10 名。100 人の会員は、課題別に定期的に会

合を開催している。資金源は財団補助。 

目的は、50 年後の将来を見通した成長のた

めのプランを作成すること。ニュー・アーバ

ニズムの建築家 Peter Calthorpe と、元ポー

トランド市のプランナーJohn Fregoneseを雇

用し、政府関係者と市民の参加により、成長

管理戦略を作成し、実施している。功績は、

ソルトレイク・シティを含む 10 郡の地域を

対象に、州、地域、地方自治体の専門家の協

力を得て、土地利用と交通計画の代替案を作

成し、Quality Growth Strategy が土地の保

全、住宅供給、自動車排気ガスの削減、交通

混雑の減少に貢献し、道路・下水等のインフ

ラ投資も減少することを証明した点にある。 

地域環境の将来に関心ある市民代表を集め

て、土地利用と交通計画の代替案を提示し、

合意を形成するファシリテーター。「地域シ

ナリオによる地域ビジョニング」は、連邦交

通省に推奨され、全米に普及。 

. Futurewise(ワシントン州シアトル都市

圏) 

1000 Friends of Oregon に倣い、1990 年

のワシントン州の成長管理法の成立を契機

に、1000 Friends of Washington として設立

された。2005 年に Futurewise: Building 

Communities, Protecting the Land に改名。

理事会は 19 名。スタッフは、14 名。事務所

としてはシアトルの本部の他に、三つの支所

を持つ。会費と財団補助を資金源。 

組織、代弁、公衆教育、法律に関連したプ

ログラム、地域の団体への技術支援が主たる

任務である。オレゴン州の法律よりは、地方

自治体の自由度が高いため、監視役というよ

りは、市民、議員を啓発し、州議会の立法、

地方自治体の条例や計画等を、法の趣旨に合

致するよう働きかけるロビーストの性格が

強い。これまで、スプロールを防止する州法

案を起草し、成立させた。また、海浜部の保

全を強化する州の法案の成立を支援した。郡

レベルでは、パイアース郡の 3万エーカーの

農地を保全し、農地の分割を規制する条例の

成立を支援した。ワトコム郡の議会を説得し、

海浜部の開発を防止し、ワラワラ郡の 77 万

エーカーのスプロールを防止した。 

. Chicago Metropolis 2020 (シカゴ都市

圏) 

シカゴ大都市圏は非営利団体が多く、自然

保護運動が強い。Chicago Metropolis2020は、

1909 年のダニエル・バーナムの地域計画を支

援した商工会議所により設立され、その資金

源も商工会議所の支援による。経済、福祉、

経済等の幅広い地域課題に取り組んでいる

ため、地域計画の要素は小さい。 

. Regional Plan Association of New York 

(ニューヨーク都市圏) 

ラッセル・セイジ財団作成の 1929 年のニ

ューヨーク地域計画の実施のために設立さ

れた。1968 年に第二の地域計画、1996 年に

第三の計画”A Region at Risk”を発表した。

New York, New Jersey, Connecticut の三州

の 31 郡を対象とする。理事会は各界代表 60

人、会長を選任し、政策を決定する。スタッ

フは約 30 人。New York の本部の他に、New 

 



 

Jersey, Connecticut, Long Island に事務所

を持つ。主として財団補助により運営。 

現在は、第三の計画に即した調査、計画、

代弁が主たる業務で、各地のコミュニティ開

発を支援。公共交通機関への投資促進、カバ

ーナーズ島の公園化、高速道路の地下化、ラ

イトレールの建設、郊外の副都心の再開発計

画を提案している。この他、9月 11 日事件の

後、Civic Alliance to Rebuild Downtown New 

York を組織し、大規模なフォーラムのホスト

役となる等、計画作成のプロセスへの市民参

加を促進した。 
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. Greenbelt Alliance(カリフォルニア州

ベイ・エリア都市圏) 

1958 年、公園の保全と拡大を主たる目的と

する Citizens for Regional Recreation and 

Parks (CRRP)が設立された。1969 年、農地、

緑地、野生生物生息地の保護も目的に加え、

People for Open Space に改名。1987 年、都

市の成長管理も視野に入れ、Greenbelt 

Alliance と改名。サンフランシスコ・ベイ・

エリアの 9郡が対象。政策の提案、代弁、教

育が主たる活動。理事会は30人のメンバー、

行政、プランナー、環境活動家、住宅運動家、

企業家等から構成される。スタッフは 20人。

サンフランシスコの本部の他に、San Jose, 

Walnut Creek, Fairfield, Santa Rosa に事

務所を持つ。会員制組織だが、財団補助、寄

付に依拠する。地域の観点から各地の緑地保

全団体を支援する地域 intermediately 団体

の性格が強い。  

. 1000 Friends of Minnesota (ミネソタ

州セント・ポール市) 

1993 年、持続可能な農業とコミュニティの

実現を目指す Land Stewardship Project の

プログラムとして、都市のスプロールに対抗

するため、オレゴン州の 1000Friends of 

Oregon をモデルに 1993 年設立された。13 名

の理事会、4 名のスタッフを有する。本部の

他に支所を有する。 

Urban Growth Boundary の普及を目的に、

広く成長管理の諸問題に取り組む。州全体の

持続可能な開発を目指し、教育、研究、連帯

の拡大、代弁、政策立案、コミュニティの組

織化を行っている。2001 年に、ワシントン郡

の三カ所の土地の保全の地役権設定に貢献

した。 

8. Smart Growth America (ワシントンDC,

平成 21 年 3 月) 

多くの活動家がスマート・グロースを促進

するための全国連合の設立を訴え、2000 年

10 月に設立された。メンバーは、歴史保存、

環境、農地・緑地保全、近隣の再生に取り組

む全国組織 35 団体、州・地域・コミュニテ

ィ組織 67 団体である。理事会は、9人。運営

委員会は 23 人。スタッフは、Don Chen(事務

局長)を含め、7人。 

任務の第一は、運動の勢力を拡大すること。

民間企業、政府、労働組合、教育研究機関の

支援を呼びかけること。第二は、最新の知識

や情報の交流の促進。第三は、連邦政府、州・

地方政府への政策提案。特に連邦議会上下両

院の委員会と密接な関係を持ち、スマート・

グロースを推進する法案の成立を働きかけ

ている。この他、各州、地方自治体の立法・

政策を追跡し、優れたスマート・グロースの

政策を Smart Tools として公表している。第

四は、スマート・グロースへの批判(例えば、

スマート・グロースは住宅の affordability

を低下させるという議論)を民間研究機関と

協力して検証し、報告書を刊行している。ま

た、この組織には、スマート・グロース政策

立案を支援する Smart Growth Leadership 

Institute(SGLI)、スマート・グロースを推

進するアメリカ、カナダ各地の団体の指導者

の ネ ッ ト ワ ー ク Growth Management 
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